Negotiating Marriage : Cultural Citizenship and the Reproduction of American Empire in Okinawa by フォーガッシュ レベッカ et al.
人文学 報No.514-2(社会 人 類学分 野11)
首都大 学 東京 人文科 学 研究科 、2018,3
B9
結婚 の壁 を乗 り越 え る
沖縄における文化的市民権 とアメリカ帝国の再生産(訳注1)
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れは、アメリカ海兵隊キャンプ ・フォス ターからは車で約10分のところにあ り、小
さなサ トウキビ畑の、道をはさんだ対面にある。4階の一部屋を間借 りしている住人
の特別な事情について述べるが、ここで触れること以上に何か際立った特徴があるわ
けではない。アパー トの賃貸契約書ではシマブクロ ・ユキのみが居住者 となっている
が、実際に住んでいるのは、ユキ本人と、彼女の夫でアメリカ海兵隊(USMC)上等

















アイズナー夫妻 は、軍組織 による この ような管理 に従 うよ り、「町に出て」結婚する
ことを選 んだ。その結果、ユキは 「コマ ン ド ・スポンサ ーシップ」が得 られなかった。
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つまり、彼女は軍のヘルスケアを利用することができず、軍人家族むけの航空便を利







監視 と管理 を一般兵(rankandfile)に及ぼしていることの徴 としてとても評判の悪い
ものである4)。







軍属 とその配偶者がいかにそれを受容 し、抵抗 し、そ して/あ るいは再編 しているか




身を置 き、フェミニス ト的立場をとる同郷者 とは全 く異なる性格の主体を内面化 して
いる。









理想的な軍人家族をめ ぐる米軍仕様のモデルが刷 り込まれてい く。それによれば、男
性は戦闘に参加することによって国に奉仕 し、一方で、女性は軍人である夫を支える
ことによって国に奉仕するものとされる。米軍の もとでの沖縄の長期にわたる政治経
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済的服 従の背景があ るにもかかわ らず 、セ ミナーでは、米軍駐留 につ きまとう社会 的 ・
政治的不平等 を、 自然 な性差 や結婚 、家族 とい う、 よ りソフ トな表現 にす り替えて し
まうのであ る。
このよ うにマ リッジ ・パ ッケージは、米 軍施設のあ る沖縄や その他 の海外 拠点で、
そ れ ぞ れ の 地域 ご とに ジ ェ ン ダー と人種 の 点 で 特殊 な 「文 化 的市 民 権」(cultural
citizenship)を形作 るための便利 なツー ルと して機能 している。本論文でい うところの
「文化的市民権 」とは、文化的境界線 に沿 って一 人ひ と りを、例 えば国の恩恵 や保 護
を受 けるの に価 す る社会 集団の成員 とみ な して、国家お よび国家機 関に結 びつ ける
(あるい は従 わせ る)考 え方 の ことであ る。個 別の判断形成 においてマ リッジ ・パ ッ
ケージが効果的 なの は、軍人の行動や人間関係 の うち、最 も私的かつ個人的 なことに
焦点 を当ててい るか らであ る。 しか し、私 人 ・個 人 さらには職業人 としての責任 なら
びに文化的市民権 に関 わる諸 々の公式の考え方 を貫徹す る とい う点で、軍の影響力 に
は限界が ある。
こ こで提示 す る事例 は、軍人の トラ ンス ナシ ョナ ルな結婚 に関 して、沖縄 で2000
年 か ら2002年のあい だ、 そ して再び2009年に実施 した フィー ル ドワークに よる もの
である。 それには、私が2002年3月に観察 した海兵 隊 コミュニテ ィ生活支援サー ビス
(TheMarineCorpsCommunityServices}MCCS)によ る 婚 前 セ ミ ナ ー(premarital
seminar)の広範 囲にわたる記述 と分析が含 まれる。 この事例 を、沖縄 において現在 も
続 く米軍 の駐留 につ いての広範 な歴史的 ・政治的文脈 との関わ り、 とくに軍人が関与
す る性 の経済 と政治 との関わ りの なかで分析 す る。 トランスナシ ョナルな軍 人夫婦へ
の半構造化 イ ンタビュー と参与観 察5)から更 にデータを得 るこ とで、結婚や家族 に関
する軍組織 の制度化 された語 りと、米軍兵士 ならびにその配偶者 の主観 的な考 え及 び
経験 との根本 的な緊張 関係が 明 らか になった。 また同時 に、主体 の立場 、権力 、エ ー
ジェ ンシー、そ して国家機 関のひ とつ と しての軍隊 について批判 的な疑 問点が生 じて
い る。本研 究 は、キ ャサ リ ン ・ル ッツ[Lutz2006]がい うところの 「帝 国の民族 誌」
(ethnographiesofempire)に、す なわち米軍基地 とそ の周辺 に住 む人 び とに向 き合い、







それぞれに制度化された社会的状況において 「しかるべ き」「ふさわ しい」関係構築が
}
142結 婚の壁を乗 り越える 一 沖縄における文化的市民権とアメリカ帝国の再生産一
どのように理解されているかによるものであ り、「進歩」あるいは 「文明化」ならびに
市民の 「後進性」が どの ように取 り組 むべ きとされているのかによるものである
[Horton2004;Gammeltoft2007;Fong2007]。
アイファ ・オング[Ong1996]は、東アジアおよび東南アジアにおける国家権力 と
市民権の変動するダイナミクスの分析を通 して、主体化のプロセス、すなわち 「監視 ・















規則 は、生政治的 な統治 と文化的市民権の プロセスの 「場」と しての役割 を果た し続
けている。歴史上の欧米の植 民地主義 と類似 して[Stoler2006]、米軍のガバナ ンスは、
敵の戦闘員 、占領地 の市民、お よび米軍兵士の身体 を通 して働 きかける。軍 は、複雑
かつ手の込んだ役所 的な規則 と手続 きを利用 して、ふつ うな ら耐 え られない はずの行
動 を遂行する ことに動 じない、 そ して 自分の命 よ りも戦友 と任務へ の忠誠 を優i先す る
ことに動 じない隊員 を養成す る訓練法 を強化 している。性 ・感情 ・家族 を含め た男女
交際の管理 は、軍法体系 の重要 な構成要素であ る。例えば、海を越 えた結婚 は、地位
協 定(StatusofForcesagreements)と一般行動準則(GeneralOrdersofConduct>に従 って
定め られた地域特有 の一連 の法令 によって支配 されている。





隊員側の言語 ・家族 ・経歴 を優先するという前提も含めて 様 ざまなかたちで不平
等な当事者の立場 を生み出し、ジェンダーと民族/人 種の境界線 ごとにセミナー参加
者を区別するところがある。そのようなプロセスは、沖縄の多 くの米軍兵士のうちに
権利と責任の考え方を高めるものであり、恩恵的莉益 ・特権 ・統制を繰 り返 し強調す
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るところにそれが示 されている。例えば、米軍兵士の多 くは、沖縄の人びとこそがア
メリカ人とコミュニケーションを取るために英語を学ぶ負担を負うべ きだと信 じてお








支配に対する、アイズナー夫妻そ して彼 らのようなカップルの批判的立場は、人種 ・








ルッツが議論 した功利主義 と人道主義の言説よりもさらに捉えがた く潜在的なかたち
ではあるが、アメリカ軍国主義の管理体制への順応、あるいはそれに対する公然たる
抵抗でさえも、市民権 とアイデンティティをめ ぐって占領地の人びとと米軍兵士 とが
それぞれに抱 く、軍仕様のものとは正反対の考え方を取 り込むかたちで、アメリカ帝
国を支える権力のダイナミクスを再生産 し続けることに寄与 している。


















を挙げて、 日本人女性 と法律婚 を結んだ。 しかしなが ら、米国の移民法は、日本人







縄人女性 と結婚 した軍人は、私からのインタビューのなかで、膨大な役所的手続 きの
壁 と司令官からの硬軟取 り混ぜての反応があったことについて語った。退役飛行士の
レイ ・ホーナー(ア サノ ・カッコと交際 を始めた1968年当時は19歳だった)は、次
のように振 り返った 「誰であれ同棲 していることがばれたら、彼[司令官]は表
向きにはそれを容認するわけにはいかなかった。でも、緊急事態のときに居場所が分




















戦の後、米軍が村落の農地を大規模 に接収したことで、農家は生計を維持 してい くた
めの代替的な手段を見つけることを余儀なくされた。農家の人びとの多 くは、仕事を
探 して、勃興する 「基地の町」に移 り住んだ。その後30年にわたり、そうした地域は、
巨大な基地関連サービス産業 に依存 した都市へ と発展 した[SturdevantandStolz血s
1993]。占領期のあいだ、地元の性産業に軍の組織的関与があったことは、Aサ イン
システムの存在から明らかである。Aサ インシステムとは、公衆衛生に対する軍の公
的基準に適合 したレス トラン・バー ・キャバレーに対 して、目につくところに大文字
の 「A」そ して 「軍認可」の文言を表示するよう指示するものであった。
このような社会政治的文脈のなかで、沖縄人女性は、どのような場合でも米軍兵士
と男女交際することを、家族や隣i人か ら反対されていた。一般的なステレオタイプで
は、米軍兵士 と交際し結婚 した女性は、沖縄の大規模基地の門前に溢れる売買春 と結
びつけて理解 されていた。1960年代後半に海兵隊の下士官(NCO)と結婚 した ミヤギ・
サ トコは次のように回想する。
昔は沖縄の若い女性が米軍兵士 と出会い、交際 し、あるいはその場限 りの性的関係
をもち、妊娠 し、結婚せずに子 どもを産むことがよくあ りました。彼女たちは、お
も とぶ
ばあやお じいに子 どもを預 け、基地の町や 日本本土に働 きに出ました。本部や












こえ くそん ちゃたん か で な
その頃の越來村はすでに基地沖縄 を象徴する姿になっていました。北谷村 ・嘉手納
よみたん みさと
村 ・読谷村 ・美里村に隣接 する部落は米軍キャンプに囲まれ[ていました。](中略)
コザには、[米軍兵士を相手にする]特殊婦人も多かった。彼女 らのほとんどは、民
家を間借 りしてそこに黒人を連れて来ていた。部屋 を貸 している所には中学生や高
校生 も多 く(中略)環境浄化と青少年非行防止のために、早 く手を打たなければな
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ら な[か っ た](訳注4)[澤砥2000:126-127か ら 引 用]。
越來村の地元指導者たちは、当地の駐留軍と協力 して集落の外部に特飲街(訳注5)を
ま え ば る
設置 した。1949年、米国監督下の琉球政府は、コザ、那覇、真栄原、その他の場所
に特別な歓楽街を設計 した[澤低2000:127]。沖縄人は、歓楽街のコンセプトに対




































たび故郷を訪れることなど想像 もできないことだった。多 くの女性は沖縄 に残した家
族に二度と会うことはできないだろうという思いを胸に渡航 していったのである。
退役軍人や ミヤギ ・サ トコのような軍人配偶者、そして仲間徹のような沖縄の地元
住民、それぞれのコメントから分かることは、一方で軍人の トランスナショナルな男
女交際に対する軍の組織的アプローチならびに地元のアプローチと、他方で軍人個人




















ついての一般的理解は、今 日見 られる関係性 とは対照的なものとして構成 されてい
る。1972年の沖縄返還後、対 ドル相場で円高が進むにつれて、沖縄の人びとにとっ




スナシ ョナルな結婚が減少 していることの原因のひとつとみなした くなる。沖縄の有
識者によれば、米軍占領下、軍人の トランスナショナルな結婚は、年に400件ほど成
立 していたと考えられている[澤低2000:17]。現在、各地の役所は、米国人男性
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と沖縄人女性 との結婚の手続きを、年に200件ほど受け付けている。その結果、日本
人女性 と外国人男性との結婚が占める割合が最 も高 く、なかで もアメリカ人が新郎 と
なる割合が最 も高いという点を含め、沖縄は国際結婚の占める割合が最も高い県 とい
う、それ自体評価の難 しい称号を得ている[おきなわ女性財団1999]。
本論文では、以下、今日のマリッジ ・パ ッケージの手続 きとその必要性についての
公式の理由説明を検証 しながら、沖縄への米軍駐留の歴史的 ・政治的文脈を明らかに
する。
IV今 日のマ リッジ ・パ ッケー ジー 手続 きとその理由説明7)
今 日、海兵隊隷下の海兵隊員ならびに海軍兵士むけの結婚に関する手続 きは、キャ








本人の婚約者は、所管の役所から戸籍謄本の写 しを入手 し、[英語に]翻訳 しなければ
ならない。























めの米国の外国人配偶者 ビザを入手するには、さらに多 くの事務手続 きの壁に直面す
ることになる。
軍は、在外駐留地における結婚を管理するMILPERSMAN(米軍人事マニュアル)

































1972年の沖縄 返還後 、米 軍牧師 と法務 官の手 に よ り、婚前 の法律 カウ ンセ リング
の需要 に応 えるかたちで全 島婚姻 セ ミナーが設立 された。婚前 コーディネーターであ
るロバ ー ト・ラダンスキーが考案 した一 日がか りのセ ミナー は、言語に関わる事柄(第
二言語 としての英語 ・日本語 の授業)、夫婦の居住地 によってかわる夫婦間関係 と扶
養 関係、両親 ならびに義理の両親 との関係 、米 国への転居、ふたつの文化 のなかでの
子 どもの養育、そ して助け合いのネ ッ トワークを築 くこと、 これ らについて取 り上 げ
る ものだった。関連す るワー クシ ョップは=ア メリカ人 と沖縄 人/日 本の歴史 と文化、
料理 やその他 の家事のス キル、軍事 医療施設 、配偶者の雇用、金銭の管理、法律上 の
問題(ビ ザ手続 き、保険、税金 を含む)、育児 などを題材 とす るものだった[Radansky
1987]。
1990年代 、 アメ リカ海兵隊 は、世 界中の軍事基 地で利用 可能 なかたちで婚前研修
を体系化 するために、ラダンスキーのセ ミチーにかえて、 デ ンバー大学の心理学者 が
開発 したPREP(PreventionandRelationshipEnhancementProgram)と呼 ばれ る、夫婦 む
けの包括的 なカウ ンセ リング ・プログラムを採用 した。PREPは、今 日のセ ミナーに
おいて中核 となる ものであ り続 けてい る。その リー ダー ・マニュアルは、 ワー クシ ョ
ップを次 の ような もの として位置付 けてい る。す なわち、それは、「どの よ うに して
効果的に コミュニケーシ ョンをはか り、協力 して問題 を解 決 し、親密 さを損 なうこと
な くもめ ごとに対応 し、愛 ・責任 ・友情 を守 り、高め るか を、カ ップルに教 えるため
の研究 に基づいたア プローチ方法」である とす る[Mar㎞anet.al.1996:6]。プログラ
ムの具体的 な目標は、「(a)建設的 コ ミュニケー ションと紛争解決 スキルを高め、指導
された とお りに実践する こと、(b)対人関係 に関する思 い込 み と期待 を明確 に理解 し、
かつ補正 す ること、(c)責任感 を高めるため に理解力 を高める こと、(d)喜び と友情 、
精神 的なつなが りを維持 し、向上 させ ること、(e)意見対立 と衝突 に向 き合 うため に
合意 の うえでの ルール をつ くるこ と、(f)責任 感 を強化 し、理解 し、維持 す るため の
スキルを開発す ること」にある[Mar㎞anetal.1999:19]。このPREPリー ダー ・マニ
ュアルには、異文化間 も しくは国際的なカ ップル向けに特化 した指導方法は含 まれて
いない。
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セ ミナーの全体 的な内容構 成は毎月同 じである。初 日、プログラムは、午前8時15
分 か ら午後4時30分 まで続 き、米 国へ の移住、米 国市民権 の手続 き、財政上 の問題 、
法律上 の事柄 、お よび基地で受 けられ る社 会的支援 についての、一連 の説明会で成 り
立ってい る。 これ らの説 明会 は、午後2時 に終了 し、初 日の残 り時間 と2日 目のすべ
ての 時 間は、PREPに充 て られ る。 セ ミナ ーの コマデ ィネー ターの記 録 に よる と、
2000年1月か ら2001年12月まで の2年 間で、合計387人の現役兵 士がMCCSの 婚 前
セ ミナーに参加 し、その うち206人(53パー セ ン ト強)が 日本 人女性 と結婚 していた。
私 が観 察 した2002年3月の セ ミナーで は、参加 した17人の兵士の うち15人が、 日本
人女性 と結婚 していた。
私が 観 察 したセ ミナ ーで は、海 軍の従 軍牧 師 であ るバ トリ ック ・バ ックマ ンが
PREPプログラムを主宰 してい た。バ ックマ ン牧師は、部屋の前方 か ら参加 者に話 し
かけていた。彼 は、 キー ワー ドをホ ワイ トボー ドに書 きなが ら、 その一つ ひとつ につ
いて、PREPマニュアルに書かれてい るとお りに説 明 した。す なわち、増長(Escalation)、
無 化(lnvalidation)、否 定 的解釈(NegativeInterpretations)、閉 じこ も り(Withdrawal)、
忌 避(Avoidance)、探 り合 い(MindReading)、人格 否定(CharacterAssassination)、破
滅的解釈(CatastrophicInterpretations)、非難(Blami gな どである。 日本語話者が理
解で きるように通訳が雇われていて、バ ックマ ン牧 師は、適宜 、講義 を止め、彼が伝
えたポイン トを通訳の女性 に説明 して もらっていた。通訳 内容 は切 り詰めて要約 した
もので、多 くは、牧師がホ ワイ トボー ドに書 いた断片 的なこ とばの逐語訳 に終始 して









れぞれ違ったかたちで物事 を判別し、物事に反応 し、物事を通 して思考する、それは
事実です。そ して、もし私たちがそのことを理解できて、違いの存在を否定 しないな







































ジェンダーそ して民族/人種の差異に関する米軍の組織的モデルは、バ ックマ ン牧











子どもに対する最重要の家族的責任に尽 くすべ き日常 をか き乱す存在 とされていた































































結婚の壁を乗り越える 一 沖縄における支化的市民権とアメリカ帝国の再生産 一155
戦 を訴 える女 性 団体 が数 多 く登 場 し、 国 際的 に注 目を浴 び てい る[Akibayashiand
Takazato2009;Francis1999]。これ らの団体 は、軍事力 に よる安全保障 とい う考 え方
を批判 し、む しろ戦闘訓練 と軍隊経験 が怒 りと攻撃性 を引 き起 こ し、そのはけ口が し

























めるんです 「じゃあ、や りぬいてみせ ようじゃないか1」 って。
振 り返れば、ある兵士はこう述べていた 「大騒 ぎしたり床を踏み鳴 らした りし
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ユキは、沖縄固有の親族規範の語 りを選び取 りなが ら、宮古島を離れる自分自身の











る。マリッジ ・パ ッケージのプロセス と婚前セ ミナーは、自分たちのニーズよりも部




支えていた。このことは、沖縄人女性 と結婚 した米軍兵士の男性 とのインタビューで
も明らかになった。
彼女の母親はいつも私たちのデー トについて来ました。父親は戦争で命 を落とし、
家族は非常に貧 しかったが、私には車があ りました。私たちは車で海岸に行 き、本
島北部にも行 きました。彼女の母親はこれまであまり外出をしなかったので幸せそ









ミナーの場で広 く行 き渡っている。現役の米軍兵士であ りながら、沖縄人女性 と恋愛




そ して沖縄 における継続的な米軍駐留から生 じた、歴史的に特殊な力関係 をその背景
とするものであ り、それらのすべてが深 くジェンダー化されている。 したがって、沖
縄人妻は、夫が日本語 を学ぶのを期待 しない傾向にあ り、英語を学べば、新たなキャ
































1)本 論 文 は 、RebeccaForgash,`NegotiatingMarriage:CulturalCitizenshipandTheReproductionofAmericanEmpire








月14日、第866回東京都立大学 ・首都 大学東 京社 会人類学研 究会)を お引 き受けいただ き、また本論文 の
翻訳 出版 を許可 して くだ さったRebeccaForgash教授 に、そ して数 々の貴重 な ご助言 を下 さったSuIlKim
教授 に、記 して感謝申 し上げます。
原文 にあ るチ ャプレン(chaplain)は、priest、clergyman、pastor、ministerなどの牧師 と異な り、学校 ・病 院 ・
刑務所 など教会以外の団体や施設に奉仕す るキリス ト教の聖職者 を指 す。 したが って本訳文では、チャプ
レンを 「従軍牧 師」に統一 してい る。
近年で は、沖縄駐留 米軍 を文化 人類学 的に考察 した もの と して クリス トファー ・エ イムズ(Christopher
Ames)の研 究(「『軍人』か ら 『外人』へ 沖縄 における沖縄県民 と米軍の相互 関係 についての民族誌学 的
一 考察」(佐和 ・松 枝 ・サベ ジ訳、2010年)『コン タク ト ・ゾー ン』3:72-105ならび に"CrossfireCouples:
OkinawanWomeninRelationshipswnhAmericanMilitaryMen,"InS.MoonandM.H6hneds.(2010)OverThere:
LivingwiththeU.S.MilitaryEmρire.1;romMorld〃hrTwotothePresent.DUkeUniversityPress.)があ る。田中雅一
らによる研究(田 中編2015『軍隊の文化 人類学』)では、軍隊 と家族 にまつわる トランスナシ ョナルな関係
や戦後沖縄の女性 について も論 じられてい る。
ここで紹介 されている島マスの語 りは、澤抵[2㎜:126-127]からの引用 をもとにしてい る。 なお、澤砥
[2000]は、島マス先生 回想録編集委員会編 『島マスのがんば り人生』(1987年)の78頁と、外間米子 「屈辱
と栄光か らの出発」沖縄婦人運動史研 究会編 『沖縄 ・女たちの戦後一 焼土 からの 出発』(1996年)の46-47
頁 とにそれぞれ記述 されている島マスの語 りを並置 して紹介 してい る。 したがって、本論文の引用 も、両
初 出文献 にあ る二つの語 りを再構 成 した もの である。
「特殊飲食店 街」の ことを指す が、沖縄 では 「特飲街」と略 されて使用 されていた。前 述 したAサ イ ン(A
サイ ンのAはApprove=認可 の頭文字 をとった もの。米軍統治下の沖縄 の夜 を象徴す る言葉 の一つに 「A
サインバ ー」の表示が ある)を掲示 したキャバ レーやバー等 で形成されてい た(沖縄 タイムス社編 『沖縄戦
後生活 史』1998年.'247頁を参照)。米軍人、軍属の健康 と福祉 の増進 を目的 として設 け られた。
アメラジアン(Amerasian)はアメリカ人 とアジア人の両親 をもつ子 どもを指す。
原 注
1)本 調 査 は、 ウ ェ ンナ ー ・グ レ ン財 団 、米 国社 会科 学 研 究 会 議 、 デ ンバ ー メ トロ ポ リタ ンス テ ー トカ レ ッ ジ
教 養学 部(SchoolofLetters,Arts,andScience)からの研 究助 成 を得 て実 施 した もの で あ る 。 名桜 大 学 の瀬 名
波 榮 喜 先 生 と山 里 清 先 生 の お 力 添 え に 感 謝 致 し ま す 。 沖 縄 在 住 のRandyTulabut氏、HirataMasayo氏、
TakushiEtsuko氏、KarenHanovltch氏、HirokoRomth、そ して 草 稿 に コ メ ン トを 寄 せ て く だ き っ たEIIen





これは2001年か ら2002年にか けて沖縄で おこなった民族誌 的フ ィール ドワー クによ り情報 を得 たもので
ある。本論文 では情報提供者の プライバシーを守るため仮名 を用い ることとする。
沖縄 にお けるこの ような夫婦 の実 数を知る うえで、 日本政府 と米軍の統計のいず れ も確 実な もので はな
い。沖縄各地 の役所 は、アメ リカ人男性 と沖縄人女性 との結婚の手続 きを年 間約200件受け付 けている[お
きなわ女性財 団1999]。だが 、県内での件数には、 グアム、ハ ワイ、あ るいは米国本土 に飛 んで、そこ
で結婚す る夫婦 は含 まれていない。 また、米軍 の記録 は、軍の公式 な許可な しに 「町に出て」結婚す る夫
婦を含 まないため、なおさら網羅的でない。
数 ある個 人のホ ームペー ジやプ ログには、身分行為を管理す る結婚 の手続 きと規則をめ ぐる米軍兵士 の経
験や不満が述べ られている。例えば、非常に批 判的な記事 に、退役飛行士 のロバー ト・ハ ンブル(Robert
Humble)のホー ムペー ジがある。二つ 目の事例 は、Allen[2000]と灘[2㎜]を もとに している。
軍人 との トランスナシ ョナルな結婚関係 をもつ、 もしくは もっていた沖縄人女性24人と米軍人男性14人
に対 して半構造化 インタビューを実施 した。 回答者 の約3分 の1は、1972年の沖縄返還以前 に結婚 した人






(othcer)の結婚であ った。半数以上(57パー セン ト)が白人兵士の結婚であ り、約3分 の1が非白人を自認
する兵士 の結婚 であった。参与観察は基地内外 ぞ巽施 し、地方 自治体が後援す るコミュニテ ィ ・イベン ト
や沖縄人配偶者 のために米軍基地 でお こなわれた公式 ワー クシ ョップへ の参加 、そ して地元の レス トラ
ン、シ ヨッピングエ リア、海岸、バーやクラブでの非構造的観察 を含 めて実施 した。
仲間徹 は、本人の実名の まま表記する。それは彼 の話がすで によく知 られているためであ る。彼の翻訳 ビ
ジネスや国際結婚の カップルを相手 に した仕事 は地元新 聞やNHKの ドキュメンタリーで取 り上 げ られた
(例えば、2002年1月16日付 け琉球新報記事)。
ここでの論述は、沖縄駐留の アメリカ海兵隊に当てはまるものである。海兵隊 ・海軍 ・空軍 ・陸軍は、す
べて婚姻 手続 きを管理す る規則 をもつが、部門 ・任地 ・任期 によって まちまちであ り、司令官が誰かによ
って も異なる。例 えば、空軍兵士の場合は、結婚相談や健康診断、財産申告、さ らには結婚許可申請を含
めて、すべて任意 である。
この ようなステ レオタイプの内容や歴史については、それが米国 と日本の両政府 間の政治 ・経済的関係に
結びついていること、そ してそれが 日本人の自己意識 ならびに欧米的他者を求める態度 に影 を落 としてい
ることを含あて、Johnson[1988]、Kelsky[2001]、Liu[2003]、Ma[1996]の研究で詳 しく論 じられてい
る。
HarrisonandLalibert6[1997]が指摘する ところに よると、軍 は、社会 的に構築 された男 らしさと女 らしさ
の対比 をもって、男 たちを戦 闘可能 な部隊へ と動員す ること、そ して夫が任地にいるあいだ家事 と育児の
すべて を引 き受け、夫が新 しい任地 に赴任するたびに有給 の仕事 を辞め、軍 コミュニティにお ける無給の
ボランテ ィア活動に多大 な時 間を費や さなければな らない妻 に対 して、過度な期待 をす ることを正当化す
るための基本原理と している。
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お き な わ 女 性 財 団











ジ ア 》、 例 外 と し て の 新 自 由 主 義 経 済 成 長 は 、 い か に 統 治 と 人 々 に 突 然 変 異 を も た ら す の か?』
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